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山
やま

岸
ぎし

はる美
み

  議員

問

答

国体に向けた対応は

葛巻らしいおもてなしの心で
柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　
　
　

10
月
１
日
か
ら
の
希

望
郷
い
わ
て
国
体
が
迫
っ
て

い
る
中
、
本
町
の
対
応
策
が

見
え
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
取

り
組
み
内
容
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

本
町
で
開
催
さ
れ
る

国
体
は
、
正
式
種
目
の
軟

式
野
球
競
技
と
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
ネ
オ

ホ
ッ
ケ
ー
で
、
全
国
か
ら
多

く
の
方
々
の
来
町
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
東
日

本
大
震
災
津
波
で
の
支
援
と

協
力
に
対
し
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
、「
葛
巻
ら
し
い
お
も

て
な
し
の
心
」
で
お
迎
え
で

き
る
よ
う
、町
民
が一体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

国
体
軟
式
野
球
で
は
、
３

日
間
で
４
８
０
人
ほ
ど
の
競

技
役
員
や
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
運
営
要
員
が
必
要
で
す
。

今
後
さ
ら
に
町
民
、
体
協
関

係
者
、
自
治
会
や
企
業
な
ど

に
広
く
呼
び
か
け
て
人
員
を

確
保
し
ま
す
。

　

児
童
や
生
徒
に
は
、
高
レ

ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
技
術
を
学

ぶ
国
体
観
戦
や
参
加
チ
ー
ム

へ
の
応
援
な
ど
を
通
じ
、「
復

興
支
援
へ
の
感
謝
」
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
す
。

　

競
技
会
場
内
に
、
商
工
会

や
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
と
連

携
し
、
乳
製
品
や
ワ
イ
ン
な

ど
町
の
特
産
品
を
販
売
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　

国
体
終
了
後
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
や
合
宿
誘
致
な
ど
、
地

域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期

待
で
き
る「
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
の
推
進
を
図
り
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
町
民
が
主

体
と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進

の
「
協
創
」
を
進
め
ま
す
。

2015わかやま国体軟式野球競技の応援観戦で
大会を盛り上げるスポーツ少年団

一般質問
　３月７日に、４議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、
事務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今ここが聞きたい ～

約
２
割
の
削
減
で
す
。

　

資
源
ご
み
の
割
合
を
示
す

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
30
％
か

ら
40
％
台
で
推
移
し
、
県
平

均
の
15
％
前
後
を
大
き
く
上

回
り
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率

で
す
。

　

粗
大
ゴ
ミ
は
原
則
的
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
持
ち
込
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
、
高
齢
者
の
増
加

な
ど
に
伴
い
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
が
困

難
な
方
が
増
え
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
町
民
の
利
便
性

と
効
率
的
な
ご
み
収
集
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
考
え
で
す
。

問

答

町在住者向けの住宅整備は

子 育 て 世 代 住 宅 を 建 設
　
　
　

町
内
在
住
者
向
け
の

住
宅
整
備
の
考
え
は
。

　
　
　

町
管
理
の
住
宅
は
、

公
営
住
宅
法
に
よ
る
「
町
営

住
宅
」、
町
内
小
中
学
校
に

勤
務
す
る
教
職
員
向
け
の「
教

員
住
宅
」、
教
員
住
宅
の
用

途
廃
止
に
よ
る
「
町
有
住
宅
」、

移
住
定
住
者
向
け
の
「
定
住

促
進
住
宅
」
の
４
種
類
あ
り
、

１
０
３
戸
保
有
し
て
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
満
室
状
態
で
す
。

　
一
方
で
、
民
間
経
営
の
貸

家
な
ど
で
は
空
室
が
散
見
さ

れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
必
ず

し
も
住
宅
が
不
足
し
て
い
る

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
若

い
世
代
が
希
望
す
る
「
安
く

て
」
「
き
れ
い
で
」
「
快
適
」

と
い
う
条
件
が
整
っ
た
住
宅

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
28
年
度
に
は

定
住
促
進
住
宅
の
ほ
か
、「
子

育
て
世
代
定
住
促
進
住
宅
」

の
整
備
、
民
間
ア
パ
ー
ト
の

家
賃
の一部
を
助
成
す
る
「
若

者
定
住
推
進
家
賃
助
成
事

業
」
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

答

答

答問

問

問
現
状
を
踏
ま
え
て

効
率
的
収
集
を
検
討

出
産
準
備
時
の

宿
泊
費
を
支
援

業
務
の
調
整
を
行
い

働
き
や
す
い
職
場
に

粗
大
ご
み
収
集

実
施
の
考
え
は

子
育
て
支
援
策

拡
充
の
考
え
は

職
員
の
勤
務
内
容

健
康
管
理
状
況
は

一般質問

　
　
　

ご
み
収
集
細
分
化
の

実
績
と
粗
大
ご
み
を
収
集
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
手
厚
く
す

る
考
え
は
。

　

老
朽
化
が
著
し
い
保
育
園

の
改
築
の
見
通
し
は
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　
　

町
職
員
（
一
般
行
政

職
員
）
の
勤
務
内
容
や
健
康

管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

　
　
　

現
在
、
一
般
行
政
職

員
数
は
81
人
で
、
10
年
前
と

比
較
し
て
27
人
、
25
％
の
減

少
で
す
。
臨
時
事
務
職
員
数

は
39
人
で
、
10
年
前
と
比
較

し
て
70
％
の
増
加
で
す
。

　

一
般
行
政
職
員
の
人
件
費

は
、
10
年
前
と
の
比
較
で
年

間
２
億
２
千
万
円
の
減
、
臨

時
事
務
職
員
は
年
間
１
５
０

０
万
円
の
増
で
す
。

　

町
で
は
、
当
時
、
合
併
を

し
な
い
で
持
続
で
き
る
町
を

目
指
し
、
行
政
改
革
な
ど
の

取
り
組
み
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
住
民
ニ
ー
ズ
の

高
度
化
や
多
様
化
か
ら
業
務

量
が
増
加
し
て
お
り
、
電
算

化
や
業
務
委
託
を
進
め
て
効

率
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

26
年
度
で
１
カ
月
の
最
高

超
過
勤
務
は
、
１
１
９
時
間

で
40
万
円
の
手
当
支
給
、
年

間
で
は
、
６
３
１
時
間
で
１

９
３
万
円
の
手
当
支
給
で
す
。

超
過
勤
務
の
多
い
課
で
は
、

室
や
係
を
超
え
て
業
務
調
整

を
行
い
、
超
過
勤
務
の
抑
制

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

長
期
の
病
気
休
暇
は
、
現

在
２
人
で
す
が
、
職
員
健
康

診
断
の
受
診
率
は
90
％
と
高

水
準
で
す
。

　

今
後
も
計
画
的
な
年
次
休

暇
の
取
得
や
職
場
環
境
の
点

検
な
ど
を
行
い
、
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
　
　

新
た
な
ご
み
分
別
前

の
、
23
年
度
の
可
燃
ご
み
年

間
排
出
量
は
約
１
４
０
０
ト

ン
で
、
現
在
は
年
間
１
１
０

０
ト
ン
台
前
半
で
推
移
し
、

　
　
　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
町
内
に

産
婦
人
科
が
無
い
た
め
、
妊

産
婦
が
隣
接
市
に
通
院
す
る

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
助

成
事
業
で
す
。
現
時
点
で
27

人
に
総
額
１
３
５
万
円
の
助

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

28
年
度
か
ら
は
、
出
産
準

備
の
た
め
宿
泊
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
の
宿
泊
費
用
の

一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　

町
内
の
保
育
園
舎
の
状
況

は
、
古
い
順
に
五
日
市
保
育

園
が
築
45
年
、
小
屋
瀬
保
育

園
が
築
42
年
、
江
刈
保
育
園

が
築
38
年
、
葛
巻
保
育
園
が

築
32
年
の
状
況
で
す
。

　

安
心
安
全
な
保
育
環
境
や
、

よ
り
良
い
就
学
前
教
育
を
行

う
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
28

年
度
か
ら
総
合
的
な
検
討
を

進
め
て
方
針
を
定
め
ま
す
。

ごみ分別作業の様子（町リサイクルセンター）
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畑
はた

福
ふく

　弘
ひろし

 議員

問

答

文化財保護の取り組みは

映像保存や郷土学習を支援
山
やま

崎
ざき

 邦
くに

廣
ひろ

 議員

　
　
　

伝
承
者
確
保
が
困
難

な
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存

振
興
策
と
、
有
形
文
化
財
が

評
価
前
に
消
滅
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
保
護
措
置
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　

現
在
、
町
内
の
郷
土

芸
能
団
体
数
は
、
葛
巻
町
郷

土
芸
能
団
体
連
絡
協
議
会
に

加
盟
す
る
13
団
体
の
う
ち
、

民
謡
団
体
２
団
体
を
除
く
11

団
体
、
１
８
２
人
で
す
。

　

町
で
は
、
25
年
２
月
に
葛

巻
町
郷
土
芸
能
団
体
連
絡
協

議
会
を
設
立
し
、
発
表
会
の

定
期
開
催
に
よ
る
練
習
、
発

表
、
交
流
の
場
を
創
出
す
る

こ
と
で
、
活
動
の
活
性
化
と

伝
承
者
の
増
加
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
高
齢
化
に
よ
る
伝

承
の
途
絶
え
を
防
ぐ
た
め
映

像
で
記
録
保
存
す
る
こ
と
で
、

後
世
に
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
機
器
類
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
芸
能
は
、
町
内
小
中

学
校
や
高
校
な
ど
で
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
や
郷
土
芸
能
の
大

切
さ
が
育
成
さ
れ
る
と
考
え

ま
す
。
今
後
も
、
各
学
校
で

の
郷
土
学
習
の
取
り
組
み
を

支
援
し
、
将
来
に
わ
た
り
、

地
域
で
の
伝
承
が
続
く
よ
う

に
努
め
ま
す
。

　

有
形
文
化
財
の
保
護
措
置

は
、
文
化
財
保
護
委
員
を
中

心
に
、
文
化
財
の
確
認
や
新

た
な
文
化
財
の
情
報
を
収
集

す
る「
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
定
期
的
に
実
施
し
、
保
護

に
努
め
て
い
ま
す
。　

　

文
化
資
料
、
民
俗
資
料
は
、

町
の
歴
史
風
土
や
当
時
の
生

活
や
産
業
の
様
子
を
物
語
る

貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
後
世

に
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
文
化
遺
産
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
文
化
財
保

護
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、

文
化
財
の
調
査
、
指
定
、
保

護
を
進
め
、
町
民
へ
の
啓
蒙

活
動
や
情
報
提
供
の
呼
び
か

け
な
ど
で
、
文
化
財
の
保
護

に
努
め
ま
す
。

葛巻神楽保存会による「権
ごん

現
げん

舞
まい

」の披露（郷土芸能発表会）

一般質問

　
　
　

本
路
線
で
抜
本
的
な

改
良
が
行
わ
れ
て
い
な
い
区

間
は
、
主
に
町
境
か
ら
一
戸

町
側
の
約
２
・
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
す
。
こ
の
区
間
の
改

良
を
含
め
、
毎
年
、
県
や
関

係
機
関
に
要
望
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
要
望
の
成
果
か
ら
、

問

答

ＴＰＰによる影響対策は

事 業 で 経 営 力 の 向 上 を
　
　
　

環
太
平
洋
経
済
連
携

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
よ
る
、
町
へ

の
影
響
と
そ
の
対
策
は
。

　

国
へ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
働
き

か
け
の
考
え
は
。

　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
町
へ

の
具
体
的
な
影
響
は
、
国
が

27
年
12
月
に
公
表
し
た
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
の
経
済
効
果
分

析
」
を
基
に
県
が
試
算
し

た
デ
ー
タ
か
ら
、
牛
肉
で

14
・
５
億
円
か
ら
29
・
１
億
円
、

牛
乳
や
乳
製
品
が
２
・
４
億

円
か
ら
４
・
２
億
円
、
そ
れ

ぞ
れ
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

影
響
の
要
因
に
、
安
価
な

輸
入
牛
肉
の
増
大
に
よ
る
国

産
牛
肉
の
価
格
下
落
や
、
北

海
道
産
の
加
工
用
原
料
乳
が

国
内
の
飲
用
向
け
に
供
給
さ

れ
る
こ
と
で
、
生
乳
価
格
の

下
落
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
も
何
ら
か
の
影
響

を
受
け
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
国
の
分
析
デ
ー
タ
の

条
件
の
正
確
さ
の
判
断
が
困

難
な
こ
と
な
ど
、
具
体
的
な

試
算
が
行
え
な
い
状
況
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
対
策
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
対
策
事
業
を
有

効
に
活
用
し
て
、
畜
産
農
家

な
ど
の
経
営
力
や
生
産
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
新

葛
巻
型
酪
農
構
想
の
実
現
を

見
据
え
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

協
議
会
の
設
立
と
効
率
的
で

合
理
的
な
経
営
体
の
育
成
支

援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を
働
き
か
け

る
た
め
に
は
、
町
内
の
畜
産
、

林
業
に
及
ぼ
す
影
響
が
ど
の

程
度
に
な
る
か
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

国
が
連
携
協
定
発
効
に
向
け

た
国
内
手
続
き
を
進
め
て
い

る
段
階
に
あ
る
状
況
な
ど
を

考
慮
し
た
場
合
、
そ
の
動
向

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
、
本
町
の
畜
産
や
林

業
に
相
当
の
悪
影
響
が
出
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
状
況
の

場
合
に
は
、
国
や
県
に
対
す

る
働
き
か
け
な
ど
を
検
討
す

る
考
え
で
す
。

補修工事を行った青刈橋（一戸町境）

答 問
待
避
所
を
設
置
し

安
全
確
保
を
図
る

一
戸
・
葛
巻
線

整
備
の
考
え
は

一般質問

　
　
　

主
要
地
方
道
一
戸
・

葛
巻
線
の
整
備
の
考
え
は
。

　

除
雪
車
に
よ
る
除
雪
後
の

道
路
脇
に
堆
積
し
た
雪
を
処

理
す
る
考
え
は
。

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長 答 問

先
進
事
例
を
分
析
し

存
続
の
方
策
を
検
討

葛
巻
高
校
の
存
続

取
り
組
み
内
容
は

議
員

町
長

　
　
　

葛
巻
高
校
の
存
続
発

展
に
向
け
、
今
後
の
取
り
組

み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

県
教
育
委
員
会
の
高

校
再
編
計
画
で
、
葛
巻
町
は

町
外
の
高
校
へ
の
通
学
が
困

難
な
地
域
の
た
め
、
通
学
困

難
特
例
に
よ
っ
て
30
年
度
以

降
は
１
学
年
１
学
級
で
の
学

校
存
続
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

１
学
級
化
は
、
到
底
、
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
内

容
で
す
。

　

町
で
は
、
30
年
度
以
降
も

１
学
年
２
学
級
を
維
持
す
る

た
め
に
、
特
色
あ
る
取
り
組

み
を
進
め
る
先
進
地
の
情
報

収
集
や
分
析
を
行
い
、
葛
巻

高
校
の
存
続
に
向
け
た
具
体

策
を
検
討
し
、
29
年
度
に
は

県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、

改
め
て
葛
巻
高
校
の
１
学
年

２
学
級
の
維
持
、
存
続
に
向

け
た
要
望
活
動
を
行
う
考
え

で
す
。

町
境
に
位
置
す
る
青
刈
橋
の

補
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
地
形
的
な
制
約

な
ど
か
ら
、
当
面
は
待
避
所

を
数
カ
所
設
置
し
、
通
行
車

両
の
安
全
確
保
を
図
る
考
え

の
よ
う
で
す
。

　

道
路
の
除
雪
作
業
は
、
各

種
産
業
の
流
通
経
路
の
確
保

の
ほ
か
、
災
害
や
救
急
車
両

の
通
行
確
保
に
備
え
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
な
ど
除
雪
作
業
が

困
難
な
方
に
対
し
て
は
、
助

け
合
い
の
精
神
や
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
理
念
を
理
解
い

た
だ
き
、
協
力
を
お
願
い
し

て
い
く
考
え
で
す
。


